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Ⅰ 事業の概要 

１ 趣旨 

文部科学省は、「今後の学校における食育の在り方に関する有識者会議」の「最終報告」(平成25年12 月） 

において、食を架け橋とした地域と学校の活動が進むよう、「食とスポーツ」、「食と健康」、「食と学力」

などテーマを明確にして先進的な食育の取組を行うモデル校を「スーパー食育スクール」として指定し、事業

を行うよう提案を受けた。 

「スーパー食育スクール」は、大学や企業、生産者、関係機関等と連携し、食育を通じた学力向上、健康増

進、地産地消の推進、食文化理解など食育の多角的効果について科学的データに基づいて検証を行う。スーパ

ー食育スクールの成果を分かりやすく示し、普及啓発することで食育のより一層の充実を図る。 

 

静岡県では、文部科学省の食育推進プランである本事業を活用することで、県内の食育の更なる充実及び児

童生徒に食に対する正しい理解と望ましい食習慣を身に付けさせるための教職員の資質向上を願い、本事業を

進めることとした。実践校に各機関がかかわり、連携することを通して目標達成を支援し、その成果を県内へ

普及していくことを本事業を通して実践していく。（下図参照） 

＜取組テーマ＞ 

  「食と健康についての意識を高め、実践力を身につける」～幼小中高地域一体となった食育活動の推進を目指して～ 
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実施校 町立稲取中学校 

（栄養教諭による協力） 

栄養教諭の計画的・継続的

なかかわり 

・スポーツと食 

・子どもの食行動や環境 

実施校 県立稲取高校 

○スポーツ栄養系 

→食生活改善・身体の変化 

→小中学校で実践発表 

○フードデザイン系 

→アスリート弁当開発 

→地域レシピの開発 

民間からの講師

招請・講演  

スポーツ栄養士による講話 
 

高校生による実践発表 
＋計画的な中高連携 
 

東伊豆町 

教育委員会・健康づくり課 
保護者・ＰＴＡとの連携 
地域の有識者等 

県農林技術研究所伊豆農業研究センター 

 地域食材の理解・メニュー開発 

生産者（農家・漁業関係者） 
食育プログラムの開発 

 

・研究成果の発表・県内への普及 

・栄養教諭・学校栄養職員の育成 

 支 
 援 

県教育委員会 スーパー食育スクール事業推進委員会の設置 

実施校関係者、栄養教諭、町教委担当者、健康づくり課担当

者、地域代表者、有識者、県教委担当者 
文部科学省 

大学からの 
講師招請 

スポーツ栄養士

による講演・継

続的な指導 

食生活の改善と身体の変化 

民間企業 
データ分析 

食に関する知識と理解 

 支  
 援 

近隣校・園との

交流 

栄養教諭の指導 

 


